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１
、
武
田
勝
頼 

偉
い
親
、
有
能
な
跡
取
り
、
豊
富
な
人
材
、
豊
か

な
財
源
…
。 

 

企
業
継
承
で
言
え
ば
、
揃
い
過
ぎ
の
条
件
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
戦
国
時
代
に
は
同
じ
よ
う
な
条

件
が
あ
り
な
が
ら
、
滅
び
て
い
っ
た
大
名
家
が
少
な

く
な
い
。
き
ょ
う
は
そ
の
中
で
、
武
田
勝
頼
と
豊
臣

秀
頼
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。 

ま
ず
、
武
田
勝
頼
は
凡
将
で
あ
っ
た
か
否
か
？ 

彼
が
武
将
と
し
て
、
信
玄
存
命
中
か
ら
活
躍
し
て

い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
（
三
方
原
合
戦
の
実
質

的
指
揮
官
）。
し
か
も
、
武
田
家
が
最
大
の
所
領
を
得

た
の
は
、
信
玄
時
代
で
は
な
く
勝
頼
の
時
代
で
あ
る

（
お
よ
そ
一
三
〇
万
石
前
後
）。 

内
政
面
で
も
、「
信
玄
堤
」
の
よ
う
な
公
共
事
業
を

行
い
、
有
能
な
大
名
の
部
類
に
入
る
。 

で
は
、
勝
頼
の
弱
点
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。 

ま
ず
、
出
自
。
勝
頼
は
諏
訪
頼
重
の
娘
と
信
玄
の

間
に
生
ま
れ
た
、
信
玄
の
四
男
で
あ
る
。
諏
訪
家
を

継
承
し
、
武
田
本
家
か
ら
見
れ
ば
、
傍
流
に
す
ぎ
な

い
。
信
玄
長
男
の
謀
反
な
ど
が
重
な
っ
て
勝
頼
が
信

玄
の
後
を
継
ぐ
が
、
家
中
に
は
不
満
も
多
か
っ
た
。 
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十
月
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平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二
日(

水) 

午
後
三
時
～
五
時 

 
 

会 
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千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館 

四
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム 

 
 

講 
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諸 

橋 

奏 
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テ
ー
マ 

 

古
代
日
本
海
沿
岸
の
神
々
と 

 
 

国
宝
『
海
部(

あ
ま
べ)

氏
系
図
』 

十
一
月
号
自
由
執
筆 

千
坂
精
一
、
新
井
宏
、 

柴
田
弘
武
の
諸
氏 

締
切
十
月
末 

 

◎ 

十
一
月
例
会 

 
 

日 

時 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日(

水) 

午
後
六
時
十
分
～
八
時 

 
 

会 

場 

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館 

四
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム 

 
 
 

討
論
会 

日
本
列
島 

西
・
東 

 
 

司
会 

 

未
定 

十
二
月
号
自
由
執
筆
「
今
年
感
動
し
た
本
」 

 

全
員(

友
の
会
員
も
含
む) 

 
 

 

十
月
史
遊
会
の
時
間
変
更 

十
月
二
十
二
日(

水)

の
例
会
の
時
間
を
都
合
に
よ
り 

午
後
三
時
か
ら
五
時
に
変
更
し
ま
す
。 
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そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
勝
頼
は
正
式
な
信
玄
の

跡
取
り
で
は
な
く
、
勝
頼
の
子
・
信
勝
が
成
人
す
る

ま
で
の
「
陣
代
」
（
代
理
）
と
い
う
説
が
あ
る
。 

信
玄
が
、
家
中
の
反
発
を
抑
え
る
為
に
そ
う
し
た

と
い
う
。
こ
れ
は
し
か
し
、
人
事
の
不
徹
底
と
も
言

う
べ
き
信
玄
の
失
策
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
勝
頼
自
身
の
背
景
の
問
題
が
あ
る
。 

勝
頼
は
「
諏
訪
四
郎
」
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
上

杉
家
の
文
書
に
は
、
「
伊
那
四
郎
」
の
記
述
が
あ
る
。

勝
頼
は
、
諏
訪
地
方
全
域
を
支
配
し
た
の
で
は
な
く
、

そ
の
勢
力
は
高
遠
・
箕
輪
領
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。 

政
治
家
に
と
っ
て
、
背
景
は
政
治
力
の
源
泉
で
あ

る
。
勝
頼
の
政
治
力
は
当
初
、
き
わ
め
て
小
さ
か
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

武
田
家
の
正
式
な
跡
取
り
で
は
な
く
、
他
方
、
諏

訪
の
実
質
的
な
支
配
権
も
持
た
な
い
。
こ
れ
で
は
武

田
家
中
を
掌
握
す
る
の
に
苦
労
が
い
る
。 

そ
ん
な
中
で
長
篠
合
戦
が
起
き
る
。 

勝
頼
凡
将
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
長
篠
合
戦
。

本
当
に
勝
頼
の
指
揮
は
間
違
っ
て
い
た
の
か
。 

 

ま
ず
、
①
柵
を
設
け
た
程
度
の
敵
に
対
し
、
突
入

し
て
蹴
散
ら
そ
う
と
す
る
の
は
無
謀
な
の
か
？ 

そ
れ
は
戦
国
時
代
の
当
時
、
ご
く
普
通
の
戦
術
で
、

批
難
す
る
に
あ
た
ら
な
い
。 

②
鉄
砲
を
軽
視
し
た
た
め
に
惨
敗
し
た
の
か
？ 

武
田
家
は
鉄
砲
を
重
視
し
、
鉄
砲
を
持
参
す
る
家

臣
に
は
、
そ
の
分
、
他
の
兵
役
を
軽
く
す
る
な
ど
特

例
を
設
け
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 

③
勝
頼
は
功
名
心
の
た
め
に
、
部
下
の
犠
牲
を
い

と
わ
ず
攻
勢
を
か
け
た
の
か
？ 

織
田
・
徳
川
連
合
軍
は
巧
妙
に
兵
を
隠
し
、
実
体

を
小
さ
く
見
せ
て
い
た
。
勝
頼
か
ら
見
れ
ば
、
若
干

多
い
程
度
の
敵
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
攻
勢
を
か
け
る

の
は
無
茶
と
は
言
え
な
い
。 

た
だ
し
、
攻
勢
を
止
め
た
の
が
穴
山
信
君
や
小
山

田
信
茂
ら
先
代
か
ら
の
重
臣
で
、
攻
勢
を
支
持
し
た

の
が
勝
頼
の
側
近
ら
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
合
戦
の
場
に
派
閥
争
い
が
持
ち
込
ま
れ
て

い
た
と
見
る
。 

勝
頼
は
長
篠
敗
戦
の
あ
と
、
北
条
と
の
同
盟
に
よ

っ
て
小
康
を
得
る
が
、
や
が
て
上
杉
家
の
内
紛
を
発

端
に
北
条
と
手
切
れ
に
な
り
、
織
田
・
徳
川
の
攻
勢

を
支
え
き
れ
ず
に
壊
滅
し
た
。 

武
田
家
滅
亡
は
、
第
一
に
経
済
力
の
問
題
が
あ
ろ

う
。
織
田
・
徳
川
は
、
信
玄
時
代
か
ら
み
て
、
飛
躍

的
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
お
り
、
兵
員
や
武
器
の
調

達
、
調
略
資
金
は
、
武
田
家
の
追
い
つ
く
と
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
。 

第
二
に
、
実
質
的
な
軍
事
支
援
を
期
待
で
き
な
い

上
杉
景
勝
と
の
同
盟
に
よ
っ
て
北
条
を
敵
に
回
し
た

こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
武
田
家
は
関
東
と
東
海
・

中
部
と
い
う
二
正
面
か
ら
の
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
。 

第
三
に
、
一
門
の
裏
切
り
。
言
い
換
え
れ
ば
、
フ

ォ
ロ
ア
ー
の
無
責
任
さ
で
あ
る
。
天
正
十
年
の
武
田

家
滅
亡
は
、
一
門
の
木
曽
義
昌
の
裏
切
り
に
端
を
発

し
、
一
門
最
大
勢
力
の
穴
山
信
君
の
寝
返
り
が
決
定

打
に
な
っ
て
、
将
棋
倒
し
の
よ
う
に
崩
れ
去
っ
た
。

本
来
、
自
ら
を
盾
と
す
べ
き
一
門
が
本
家
を
裏
切
っ

た
の
で
あ
る
。 

勝
頼
に
問
題
が
な
か
っ
た
と
は
言
わ
ぬ
が
、
組
織

に
属
す
る
者
は
誰
し
も
、
大
な
り
小
な
り
組
織
を
維

持
す
る
責
任
が
あ
る
。
ま
し
て
、
昨
日
今
日
家
臣
に

な
っ
た
国
衆
な
ら
ま
だ
し
も
、
一
門
は
そ
の
た
め
に

優
遇
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

武
田
家
滅
亡
は
こ
の
一
門
た
ち
の
責
任
が
重
く
、

勝
頼
に
十
分
な
政
治
力
を
与
え
ず
に
逝
っ
た
信
玄
の

責
任
も
ま
た
、
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

 

２
、
豊
臣
秀
頼 

大
坂
の
陣
の
発
端
と
な
っ
た
、
京
都
・
方
広
寺
の

梵
鐘
。
い
ま
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
梵
鐘
に
は

「
国
家
安
康
」「
君
臣
豊
楽
」
の
文
字
が
は
っ
き
り
と

読
み
取
れ
る
。 

こ
の
文
言
に
怒
っ
た
徳
川
が
、
怒
濤
の
ご
と
く
軍

勢
を
動
員
し
て
豊
臣
を
滅
ぼ
す
が
、
不
思
議
な
こ
と

に
、
梵
鐘
は
そ
の
ま
ま
今
日
ま
で
残
っ
た
。 

徳
川
は
な
ぜ
、
憎
き
梵
鐘
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
の

か
。
理
由
は
簡
単
、
べ
つ
に
文
言
な
ど
ど
う
で
も
よ
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く
、
豊
臣
家
を
潰
す
き
っ
か
け
が
ほ
し
か
っ
た
だ
け

だ
か
ら
で
あ
る
。 

中
国
が
チ
ベ
ッ
ト
を
侵
略
し
た
時
も
、「
外
国
の
帝

国
主
義
者
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
を
解
放
す
る
」
と
い
う
謳

い
文
句
だ
っ
た
が
、
当
時
の
チ
ベ
ッ
ト
に
外
国
人
は

数
人
。
そ
れ
も
登
山
家
や
電
気
技
師
だ
け
だ
っ
た
。

侵
略
者
に
と
っ
て
、
侵
略
理
由
な
ど
何
で
も
よ
い
の

で
あ
る
。 

さ
て
。
偉
大
な
父
親
（
秀
吉
）
と
莫
大
な
遺
産
が

あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
豊
臣
家
は
滅
び
た
の
か
。 

豊
臣
家
の
財
産
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
延
暦
寺

横
川
中
堂
や
醍
醐
寺
三
宝
院
、
相
国
寺
法
堂
、
北
野

天
満
宮
や
大
坂
四
天
王
寺
な
ど
、
国
宝
や
重
文
に
指

定
さ
れ
る
多
く
の
建
造
物
を
建
立
し
、
家
臣
を
養
い
、

そ
れ
で
も
び
く
と
も
し
て
い
な
い
。
大
坂
城
落
城
後
、

黄
金
二
万
八
〇
六
〇
枚
、
銀
二
万
四
千
枚
余
が
焼
け

跡
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

政
治
権
力
も
、
実
は
関
ヶ
原
合
戦
後
、
徳
川
は
豊

臣
家
に
西
国
支
配
を
ま
か
せ
る
つ
も
り
が
あ
っ
た
と

思
え
る
（
か
つ
て
の
関
東
公
方
の
よ
う
な
も
の
）。
関

ヶ
原
合
戦
後
、
西
国
に
は
徳
川
譜
代
大
名
は
一
人
も

配
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

時
期
別
に
見
て
み
よ
う
。 

●
第
一
期
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
、
関
ヶ
原
合

戦
後
か
ら
慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）
ま
で
。 

一
六
〇
三
年
、
家
康
は
征
夷
大
将
軍
に
な
っ
た
。

こ
の
時
点
で
「
豊
臣
家
代
理
人
」
か
ら
「
徳
川
将
軍
」

と
い
う
、
別
の
政
治
体
制
に
移
っ
た
。
だ
か
ら
、
一

六
〇
五
年
に
家
康
が
秀
忠
に
将
軍
職
を
譲
る
の
は
、

ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。 

●
第
二
期
は
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
か
ら
慶

長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
ま
で
。 

一
六
〇
六
年
、
家
康
は
江
戸
城
の
普
請
を
西
国
の

豊
臣
系
大
名
ら
に
命
じ
る
の
だ
が
、
こ
の
時
、
監
視

役
の
奉
行
の
中
に
、
二
名
の
豊
臣
家
家
臣
を
採
用
し

て
、
し
か
も
豊
臣
家
に
普
請
は
さ
せ
な
か
っ
た
。
つ

ま
り
豊
臣
を
「
体
制
側
」
と
し
て
遇
し
て
い
た
の
で

あ
る
。 

一
六
〇
八
年
、
伊
達
政
宗
や
浅
野
、
黒
田
、
蜂
須

賀
、
前
田
、
山
内
と
い
っ
た
豊
臣
系
大
名
に
「
松
平
」

の
姓
を
与
え
て
、
豊
臣
系
を
切
り
崩
す
。 

一
六
〇
九
年
。
丹
波
八
上
の
前
田
茂
勝
を
改
易
に

し
、
丹
波
八
上
に
松
平
康
重
、
丹
波
亀
山
に
岡
部
信

盛
、
い
ず
れ
も
徳
川
譜
代
大
名
を
配
置
し
た
。
徳
川

の
西
国
直
接
支
配
の
始
ま
り
で
あ
る
。 

●
第
三
期
は
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）。 

二
条
城
で
豊
臣
秀
頼
と
徳
川
家
康
が
会
見
し
た
。 

秀
頼
十
九
歳
、
家
康
七
〇
歳
。 

秀
頼
は
右
大
臣
。
将
来
の
関
白
は
自
明
で
あ
る
。

も
し
家
康
が
死
ね
ば
、
状
況
は
変
わ
る
、
と
、
豊
臣

側
は
見
て
い
た
。 

他
方
徳
川
幕
府
は
二
条
城
で
の
家
康
・
秀
頼
会
見

の
直
後
、
全
国
の
大
名
に
対
し
、「
三
箇
条
の
誓
紙
」

を
提
出
さ
せ
、
徳
川
へ
の
忠
誠
を
誓
わ
せ
た
。 

●
第
四
期
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
〜
。 

方
広
寺
の
梵
鐘
事
件
。 

豊
臣
家
の
家
老
と
言
わ
れ
た
片
桐
且
元
は
、
徳
川

幕
府
か
ら
領
地
を
与
え
ら
れ
た
豊
臣
系
の
中
小
大
名

の
一
人
に
す
ぎ
な
い
。 

 

そ
の
且
元
が
、
徳
川
と
話
し
合
い
の
結
果
持
ち
帰

っ
た
条
件
と
、
淀
殿
が
、
且
元
と
は
別
に
徳
川
に
派

遣
し
た
大
蔵
卿
局
ら
と
の
話
が
食
い
違
い
、
且
元
は

命
を
狙
わ
れ
る
。 

且
元
は
徳
川
に
買
収
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
た
。

そ
う
取
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
行
動
（
徳
川
の
且

元
へ
の
厚
遇
）
が
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

徳
川
は
シ
グ
ナ
ル
を
出
し
続
け
て
い
た
。
政
権
を

譲
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
豊
臣
が
面
子
を
保
っ
て

生
き
残
る
道
と
、
万
が
一
の
場
合
の
豊
臣
潰
し
と
、

両
方
の
策
を
講
じ
続
け
た
。
豊
臣
は
、
そ
の
シ
グ
ナ

ル
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
は
考
え
ら
れ
る
が
、
豊
臣
が
政

治
力
の
拡
大
に
務
め
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で

あ
る
。
自
分
が
思
う
方
向
に
人
々
を
動
か
す
力
＝
政

治
力
。
こ
の
点
、
徳
川
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。 
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自
由
原
稿 

カ
メ
ラ
は
人
間
を
超
え
て
い
る 

 

三 

戸 

岡 
 

道 

夫 

 

先
日
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
Ａ
さ
ん
か
ら
写
真
展
の
案

内
状
を
い
た
だ
い
た
。 

Ａ
さ
ん
は
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
が
、

二
、
三
十
年
の
カ
メ
ラ
歴
を
持
つ
、
プ
ロ
級
の
名
カ

メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
。
今
度
は
二
科
展
の
写
真
部
で
作

品
が
入
選
し
、
そ
の
案
内
状
で
あ
っ
た
。
作
品
の
題

名
は
、 

「
橋
下
幻
想
」 

と
あ
り
、
出
展
し
た
三
枚
の
カ
ラ
ー
写
真
が
印
刷

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
お
茶
の
水
駅
付
近
の
、
神
田

川
に
か
か
る
橋
の
下
の
水
面
に
写
る
風
景
を
撮
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
見
て
も
そ
れ
は
川
の
水
面

に
写
っ
た
写
真
と
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。 

一
口
に
言
え
ば
、
色
と
り
ど
り
の
華
麗
で
フ
ァ
ン

タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
ラ
ス
ト
模
様
、
と
い
う
よ
う
な

も
の
な
の
で
あ
る
。 

一
枚
目
は
、
水
色
と
紺
色
の
波
の
重
な
り
合
い
の

よ
う
な
中
に
、
白
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
が
浮

い
て
い
る
。
意
味
は
不
明
で
あ
る
。 

二
枚
目
は
、
水
色
と
白
の
模
様
の
横
に
、
黒
い
人

間
の
横
顔
の
よ
う
な
も
の
が
写
っ
て
い
る
。 

三
枚
目
は
、
紫
色
と
白
の
色
彩
の
混
乱
の
中
に
、

赤
い
唇
の
子
供
の
顔
の
よ
う
な
も
の
が
浮
い
て
い
る
。 

三
枚
の
写
真
の
画
面
を
強
い
て
説
明
す
れ
ば
、
以

上
の
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
と
て
も
神
田
川
の
橋

の
下
の
水
面
に
映
っ
た
、
お
茶
の
水
駅
付
近
の
風
景

写
真
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
私
は
Ａ
さ
ん
に
電
話
で
聞
い
て
み
た
。 

我
々
が
普
通
橋
の
上
か
ら
神
田
川
の
水
面
を
見
れ

ば
、
青
空
や
白
い
雲
を
背
景
に
、
ビ
ル
の
数
々
や
川

堤
の
緑
な
ど
が
投
影
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
こ
の
写

真
の
よ
う
に
は
見
え
な
い
。 

し
か
し
川
面
に
近
寄
っ
て
よ
く
見
る
と
、
水
面
に

は
風
に
吹
か
れ
て
さ
ざ
波
が
た
っ
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
水
に
写
っ
た
風
景
も
、
そ
の
さ
ざ
波
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
形
に
ゆ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
更
に
そ
こ
へ
舟
な
ど
が
通
る
と
、
大
き
な

波
で
水
面
は
大
き
く
う
ね
り
、
さ
ざ
波
に
ゆ
れ
て
い

た
風
景
も
、
さ
ら
に
大
き
く
変
形
し
、
あ
た
か
も
色

彩
の
模
様
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
チ
ャ
ン

ス
を
狙
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
、
と
い
う
の
で

あ
る
。 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
は
め
っ
た
に
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
Ａ
さ
ん
は
三
日
間

も
お
茶
の
水
ま
で
足
を
運
び
、
何
十
回
と
な
く
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
あ
の
よ
う
な
写
真
が
出
来

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

そ
の
写
真
を
普
通
に
現
像
す
れ
ば
、
さ
ざ
波
や
大

波
に
ゆ
ら
れ
た
珍
ら
し
い
川
面
の
風
景
が
出
来
る
。

し
か
し
Ａ
さ
ん
は
そ
れ
だ
け
で
止
め
ず
に
、
さ
ら
に

現
像
を
、
も
っ
と
深
く
、
も
っ
と
強
く
、
極
源
ま
で

現
像
し
た
の
で
あ
る(

そ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
、
写
真
に
素
人
の
私
に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る

が
、
写
真
技
術
に
は
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ

る)

。 す
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
現
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
違

う
映
像
が
、
浮
き
上
っ
て
く
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
人
間
の
眼
に
見
え
る
以
上
の
も
の
が
、

見
え
て
く
る
、
い
わ
ば
映
像
の
極
源
が
引
っ
ぱ
り
出

さ
れ
、
現
像
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
メ
ラ
は

人
間
に
見
え
る
以
上
の
も
の
を
、
写
し
て
い
る
の
で

あ
る
。 

そ
れ
を
普
通
感
覚
で
現
像
す
れ
ば
、
人
間
が
見
え

る
程
度
の
も
の
し
か
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
が
、
普

通
以
上
に
現
像
を
強
化
、
深
化
さ
せ
て
い
く
と
、
そ

の
奥
の
画
像
、
す
な
わ
ち
あ
の
イ
ラ
ス
ト
画
の
よ
う

な
写
真
が
出
来
上
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。 

私
は
ふ
と
宇
宙
の
神
秘
に
触
れ
た
よ
う
な
気
が
し

た
。
宇
宙
の
神
秘
と
い
う
よ
り
、
カ
メ
ラ
の
神
秘
で

あ
ろ
う
か
。
カ
メ
ラ
は
人
間
の
眼
で
見
る
以
上
の
も

の
を
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
カ
メ
ラ
の
眼
は
人
間

の
眼
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
こ
れ
は
カ
メ
ラ
だ
け
で
は
な
い
、
あ
ら
ゆ

る
Ｉ
Ｔ
技
術
の
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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自
由
原
稿 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
見
聞
記
➁ 

 

三
慕
史
堂 

 

中
込
勝
則 

 

 

玉
の
街
ホ
ー
タ
ン
（
和
田
、
昔
の
于
闐
（
う
て
ん
）
） 

 

ニ
ヤ
の
ホ
テ
ル
で
朝
食
を
済
ま
せ
た
後
、
九
時
過

ぎ
に
出
発
し
ホ
ー
タ
ン
に
向
か
っ
た
。
約
三
百
キ
ロ

の
行
程
だ
が
、
ニ
ヤ
の
小
さ
な
街
は
す
ぐ
に
出
は
ず

れ
、
あ
と
は
一
面
の
砂
漠
地
帯
に
入
る
。
昨
日
の
風

と
砂
が
飛
ぶ
砂
嵐
の
よ
う
な
現
象
は
収
ま
っ
て
見
晴

ら
し
は
い
い
が
、
見
わ
た
す
限
り
地
平
線
の
彼
方
ま

で
沙
漠
で
、
目
に
映
る
も
の
は
ラ
ク
ダ
草
や
タ
マ
リ

ス
ク
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
生
え
て
い
る
だ
け
だ
。 

天
山
南
道
の
チ
ャ
ル
ク
リ
ク
―
→
チ
ャ
ル
チ
ン 

―
→
ニ
ヤ
―
→
ホ
ー
タ
ン
―
→
ヤ
ル
カ
ン
ド
―
→ 

カ
シ
ュ
ガ
ル
は
、
地
図
を
見
る
と
崑
崙
山
脈
の
北
麓

に
な
ら
ぶ
オ
ア
シ
ス
都
市
だ
か
ら
、
バ
ス
か
ら
南
の

方
角
に
崑
崙
山
脈
が
見
え
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
が

山
ら
し
き
も
の
は
全
く
見
え
な
い
。
山
脈
か
ら
は
、

か
な
り
離
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

し
か
し
、
沙
漠
の
な
か
に
も
水
が
流
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
み
え
て
、
流
れ
が
砂
を
け
ず
っ
た
川
の
跡
が

見
え
る
。
水
が
流
れ
て
い
る
所
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

水
が
流
れ
た
痕
跡
だ
け
が
あ
る
。
水
の
痕
跡
は
南
か

ら
北
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
る
。
や
は
り
タ
ク
ラ
マ

カ
ン
砂
漠
は
、
別
名
タ
リ
ム
盆
地
と
い
う
よ
う
に
北

方
の
中
心
部
に
向
か
っ
て
低
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。 

崑
崙
山
脈
の
雪
解
け
水
が
大
量
に
流
れ
て
く
る
と

こ
ろ
に
オ
ア
シ
ス
が
発
達
し
、
人
が
住
め
る
環
境
が

で
き
て
街
が
形
成
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
景
色

を
見
て
い
る
だ
け
で
理
解
で
き
る
。 

ま
た
、
こ
の
あ
た
り
の
川
は
い
わ
ゆ
る
樹
枝
河
と

い
わ
れ
る
。
土
地
が
平
ら
で
土
手
な
ど
は
な
い
か
ら

水
は
勝
手
に
少
し
で
も
低
い
と
こ
ろ
に
流
れ
て
い
く
。

風
で
砂
が
飛
ば
さ
れ
れ
ば
そ
こ
が
低
く
な
り
、
水
は

そ
こ
に
流
れ
る
と
い
っ
た
具
合
だ
。
だ
か
ら
川
幅
は

広
く
な
っ
て
中
洲
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
こ
れ
を
上
空

か
ら
見
る
と
樹
木
の
枝
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か

ら
こ
の
名
が
つ
い
た
。
又
、
相
当
の
水
量
が
あ
る
川 

で
な
い
と
、
や
が
て
は
砂
に
吸
わ
れ
た
り
蒸
発
し
た

り
し
て
川
そ
の
も
の
が
砂
漠
の
中
で
消
え
て
し
ま
う
。 

１
、
ホ
ー
タ
ン
の
歴
史 

ホ
ー
タ
ン
は
西
域
南
道
の
重
要
な
オ
ア
シ
ス
都
市

で
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
西
部
に
お
い
て
カ
シ
ュ

ガ
ル
と
並
ぶ
中
心
都
市
で
あ
る
。
人
口
は
三
十
五
万

人
。
尉
遲
（
う
っ
ち
）

一
族
に
よ
っ
て
た
て
ら
れ
た
于

闐
国(

う
て
ん
こ
く 

Ｂ
Ｃ
二
四
二
～
一
〇
〇
六)

の
故
地

で
、
仏
教
を
国
教
と
し
て
繁
栄
し
た
。
法
顕
や
玄
奘

も
こ
こ
を
訪
れ
た
。
玄
奘
は
、
イ
ン
ド
か
ら
の
帰
国

ル
ー
ト
に
西
域
南
道
を
採
り
ホ
ー
タ
ン
を
も
訪
れ
た
。 

『
大
唐
西
域
記
』
の
中
で
、
彼
は
ホ
ー
タ
ン
の
印
象

を
、
―
―
人
民
は
繁
栄
し
、
仏
教
は
盛
ん
で
、
白
玉

黒
玉
を
産
し
、
強
風
が
時
に
細
塵
を
吹
き
飛
ば
す
こ

と
は
あ
る
が
、
気
候
は
和
順
で
、
住
民
は
礼
儀
を
重

ん
じ
、
そ
の
気
性
は
温
和
で
、
好
ん
で
学
芸
を
修
め
、

富
裕
で
音
楽
歌
舞
を
好
ん
だ
―
―
と
記
し
て
い
る
。

当
時
は
一
大
学
芸
文
化
都
市
を
成
し
て
い
た
の
だ
。 

 

や
が
て
、
中
央
ア
ジ
ア
に
あ
っ
た
ト
ル
コ
系
の
イ

ス
ラ
ム
系
の
カ
ラ
ハ
ン
朝(

九
世
紀
中
頃
～
一
二
一
一
年)

が
成
立
し
て
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
西
側
一
帯
か

ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
到
る
広
大
な
地
域
を
領
有
し
、

中
央
ア
ジ
ア
の
ト
ル
コ
化
・
イ
ス
ラ
ム
化
に
大
き
な

役
割
を
は
た
し
た
。
こ
の
政
権
が
ホ
ー
タ
ン
を
支
配

す
る
に
お
よ
ん
で
こ
の
地
も
イ
ス
ラ
ム
化
し
た
。
ま

た
人
口
に
占
め
る
ウ
イ
グ
ル
族
の
比
率
が
も
っ
と
も

高
い
都
市
で
あ
る
。
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
が
こ
の
街
を
訪

れ
た
と
き
に
は
既
に
イ
ス
ラ
ム
化
し
て
い
た
。
一
八

九
六
年
、
ス
ウ
ェ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
が
初
め
て
ホ
ー
タ

ン
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
に
は
、
街
に
は
七
つ
の

マ
ド
ラ
サ(

回
教
学
校)

と
二
十
の
モ
ス
ク(

回
教
寺
院
）
、

た
く
さ
ん
の
マ
ザ
ー
ル(

墓)

が
あ
っ
た
。 

ホ
ー
タ
ン
の
旧
祉
（
古
い
街
）
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か

は
、
ス
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
現
在
の
街
に
西
十
一
キ
ロ

に
あ
る
ヨ
ー
カ
ト
ン
が
そ
れ
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ

れ
た
。
漢
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
人
が
住
み
、
于
闐

国
の
都
城
跡
と
い
わ
れ
る
。
現
在
は
、
小
高
い
山
が

残
る
程
度
で
、
大
方
は
果
樹
園
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
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い
る
と
い
う
。 

 

ホ
ー
タ
ン
の
特
産
品
と
し
て
は
、
昔
か
ら
玉
と
絨

毯
が
有
名
だ
。
と
く
に
玉
は
古
代
か
ら
産
地
と
し
て

知
ら
れ
、
こ
こ
で
産
し
た
玉
は
中
国
中
心
部
は
勿
論

の
こ
と
、
遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
運
ば
れ
た
。
そ
の

意
味
で
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
ホ
ー
タ
ン
を
中
心
と

し
て
東
は
長
安
や
北
京
か
ら
西
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で

の
「
玉
の
道
」
で
も
あ
っ
た
。 

２
、
玉
に
ま
つ
わ
る
歴
史 

ホ
ー
タ
ン
の
街
に
入
っ
て
間
も
な
く
、「
玉
龍
喀
什

河
（
ユ
ル
ン
カ
シ
ュ
河
）
、
別
名
「
白
玉
河
」
に
ぶ
つ

っ
か
る
。
白
玉
河
は
崑
崙
山
脈
の
雪
ど
け
水
を
集
め

て
ホ
ー
タ
ン
市
の
東
を
な
が
れ
る
川
で
、
市
街
の
西

を
な
が
れ
る
カ
ラ
カ
シ
ュ
河
（
別
名
黒
玉
河
）
と
ホ

ー
タ
ン
市
の
北
方
で
合
流
し
て
ホ
ー
タ
ン
河
と
な
り
、

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
の
中
央
に
流
れ
て
い
く
。
ホ
ー

タ
ン
の
街
は
、
こ
の
両
河
の
あ
い
だ
に
挟
ま
れ
た
オ

ア
シ
ス
都
市
だ
。 

ホ
ー
タ
ン
河
は
、
や
が
て
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の

北
部
を
な
が
れ
る
タ
リ
ム
河
に
流
れ
入
る
。
タ
リ
ム

河
は
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
北
部
を
な
が
れ
て
コ

ン
チ
ェ
ダ
リ
ア
に
合
し
、
か
っ
て
ロ
ブ
ノ
ー
ル
湖
が

あ
っ
た
方
向
に
な
が
れ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
川
は
内

陸
川
で
海
に
流
れ
入
る
こ
と
は
な
く
、
や
が
て
は
沙

漠
の
な
か
に
そ
の
姿
を
歿
し
て
し
ま
う
。 

「
白
玉
河
」
は
、
夏
場
、
崑
崙
山
脈
か
ら
の
雪
ど
け

水
の
洪
水
が
あ
る
と
、
玉
が
な
が
さ
れ
て
く
る
こ
と

で
古
来
有
名
だ
。
岩
石
が
川
を
ご
ろ
ご
ろ
流
れ
て
く

る
う
ち
に
や
わ
ら
か
い
岩
の
部
分
は
削
ら
れ
て
、
固

い
玉
の
部
分
だ
け
が
残
る
の
だ
と
い
う
。
玉
は
崑
崙

山
地
の
特
産
で
、
古
来
、
中
国
人
は
金
よ
り
も
玉
を

最
高
の
も
の
と
し
て
珍
重
し
た
。 

一
九
六
八
年
、
河
南
省
満
城
県
で
発
見
さ
れ
た
漢

代
の
王
の
墓
か
ら
金
縷
玉
衣
（
き
ん
る
ぎ
ょ
く
い
）
を
ま

と
っ
た
死
者
が
発
見
さ
れ
た
。
玉
で
つ
く
っ
た
小
札

（
こ
ざ
ね
＝
長
方
形
の
小
板
）
に
穴
を
あ
け
て
、
こ
れ
を

金
縷(

き
ん
る
＝
金
の
糸)

で
綴
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
衣
装

は
、
わ
が
国
に
も
展
覧
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、

上
野
の
博
物
館
な
ど
で
見
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い

と
思
う
。
高
位
に
あ
っ
た
死
者
を
葬
る
の
に
最
高
の

死
装
束
を
着
せ
た
の
で
あ
る
。 

古
墓
は
前
漢
の
中
山
王
劉
勝
の
も
の
で
、
彼
は
由

緒
正
し
い
血
筋
の
人
で
、
玉
衣
を
着
て
葬
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
玉
衣
は
二
千
四
百
九
十
八
枚
の
玉
板
を
金

の
糸
で
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
も
の
で
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん

か
ら
足
の
さ
き
ま
で
を
す
っ
ぽ
り
覆
っ
て
い
た
。
金

の
糸
で
綴
っ
た
玉
衣
を
「
金
縷
玉
衣
」
と
い
い
、
銀

の
糸
で
綴
ら
れ
て
い
る
も
の
は
「
銀
縷
玉
衣
」
と
い

う
。「
縷
」
と
は
糸
の
こ
と
だ
。 

お
び
た
だ
し
い
玉
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

専
門
家
は
こ
の
玉
は
新
疆
で
産
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

劉
勝
は
前
漢
の
武
帝
の
庶
兄
に
あ
た
り
、
玉
衣
を
纏

っ
て
葬
ら
れ
る
の
は
、
皇
帝
や
王
族
な
ど
き
わ
め
て

高
位
に
あ
っ
た
人
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
玉
は
、
ま
た
、

死
者
の
鼻
や
耳
の
穴
な
ど
に
詰
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
し
、
玉
で
蝉
の
形
を
作
り
死
者
の
口
に
含
ま
せ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
魔
除
け
で
も
あ
り
、
死
者

の
復
活
を
祈
る
ま
じ
な
い
の
意
味
も
あ
っ
た
。 

玉
は
宮
廷
は
じ
め
貴
族
が
独
占
し
て
い
た
。
庶
民

に
は
縁
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
西
域
で
産
し
た
玉

は
、
国
家
が
厳
重
に
管
理
し
た
。
漢
代
に
設
け
ら
れ

た
関
所
は
、
異
民
族
の
攻
撃
か
ら
の
防
衛
・
出
入
国

の
管
理
・
犯
罪
者
の
逃
亡
防
止
な
ど
の
ほ
か
に
、
西

域
の
玉
の
密
輸
入
な
ど
を
取
締
っ
た
。
玉
が
む
や
み

に
流
通
し
て
値
段
が
乱
れ
る
の
を
防
止
す
る
た
め
で

あ
る
。
敦
煌
の
西
に
あ
っ
た
玉
門
関
の
名
前
は
こ
れ

に
由
来
す
る
。 

ま
た
、
史
上
有
名
な
「
和
氏
の
璧
（
か
し
の
へ
き
）
」

と
い
う
の
も
玉
の
こ
と
で
あ
る
。『
韓
非
子
』
に
あ
る

話
だ
が
、
む
か
し
、
楚
の
卞
和
（
べ
ん
わ
）

と
い
う
人

が
山
中
で
立
派
な
玉
石
を
見
つ
け
、
こ
れ
を
楚
の
厲

王
（
れ
い
お
う
）

に
献
上
し
た
。
王
が
こ
れ
を
鑑
定
人

に
見
さ
せ
た
と
こ
ろ
、「
た
だ
の
石
だ
」
と
い
う
。
王

は
怒
っ
て
卞
和
の
右
足
を
切
断
す
る
刑
に
処
し
た
。

の
ち
に
彼
は
、
後
に
王
と
な
っ
た
武
王
に
ま
た
そ
れ

を
献
上
し
た
。
武
王
が
鑑
定
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
ま
た

「
た
だ
の
石
だ
」
と
な
っ
た
。
武
王
は
彼
を
左
足
を

切
断
す
る
刑
に
処
し
た
。 
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次
に
文
王
が
即
位
し
た
。
卞
和
は
三
日
三
晩
泣
き

と
お
し
た
。
文
王
が
そ
れ
を
耳
に
し
て
わ
け
を
聞
き
、

卞
和
の
玉
を
磨
か
せ
た
と
こ
ろ
名
玉
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
そ
の
玉
石
に
彼
の
名
前
の
一
字
を
と
っ
て

「
和
氏
の
璧
」
と
名
づ
け
た
。 

時
代
は
下
っ
て
、
時
は
戦
国
時
代
、
趙
の
恵
文
王

が
こ
の
「
和
氏
の
璧
」
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
こ
ろ

の
大
国
秦
の
昭
襄
王
が
こ
れ
を
聞
き
つ
け
て
欲
し
く

な
り
、
大
国
の
威
勢
を
か
さ
に
き
て
、
自
国
内
の
十

五
城
（
＝
十
五
の
街
と
そ
の
領
域
）
と
引
き
換
え
に
、

そ
の
璧
を
交
換
し
た
い
と
趙
に
申
し
入
れ
て
き
た
。

趙
の
朝
廷
内
は
、
璧
を
渡
さ
な
け
れ
ば
秦
に
攻
め
ら

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
璧
を
渡
し
た
と
こ
ろ
で
十
五

城
が
引
き
渡
さ
れ
る
保
証
は
な
い
。
賛
否
両
論
で
朝

廷
内
は
沸
騰
し
た
。 

ま
ず
、
玉
を
携
え
て
こ
の
難
し
い
交
渉
に
行
く
人

が
い
な
い
。
そ
の
と
き
、
藺
相
如
（
り
ん
し
ょ
う
じ
ょ
）

は
、
ま
だ
下
級
役
人
だ
っ
た
が
、
名
乗
り
出
て
そ
の

役
を
買
っ
て
出
た
。
彼
は
、
秦
に
至
っ
て
昭
襄
王
に

謁
見
し
璧
を
手
渡
し
た
が
、
昭
襄
王
は
こ
の
璧
を
居

並
ん
で
い
る
后
や
妃
な
ど
に
見
せ
て
笑
い
あ
っ
て
い

る
ば
か
り
で
、
十
五
城
の
割
譲
の
こ
と
に
つ
い
て
は

は
か
ば
か
し
い
返
事
を
し
な
い
。
そ
の
と
き
藺
相
如

は
一
計
を
案
じ
て
、「
実
は
そ
の
璧
に
は
傷
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
示
し
て
ご
ら
ん
に
い
れ
ま
し
ょ
う
」
と
、

璧
を
自
分
の
手
に
戻
し
、
突
如
立
ち
上
が
っ
て
「
大

王
に
は
、
十
五
城
を
割
譲
す
る
お
気
持
ち
は
な
い
と

お
見
受
け
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
璧
は
お
渡
し

す
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
大
王
が
力

づ
く
で
こ
れ
を
奪
お
う
と
な
さ
る
の
で
あ
れ
ば
、
私

は
こ
の
璧
を
我
が
頭
共
々
、
か
た
わ
ら
の
柱
に
打
ち

つ
け
て
粉
々
に
い
た
し
ま
す
。
勿
論
そ
の
時
は
わ
が

命
も
な
い
も
の
と
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
」
と
、
怒
髪

天
を
衝
く
勢
い
で
、
大
音
声
を
あ
げ
て
叱
咤
し
た
。

そ
れ
を
み
て
、
昭
襄
王
は
璧
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は

無
理
、
力
づ
く
で
手
に
入
れ
た
と
あ
っ
て
は
大
国
秦

の
王
と
し
て
の
体
面
に
傷
が
つ
く
と
悟
り
、
そ
の
場

は
謝
っ
て
彼
の
無
礼
を
許
し
た
。
そ
し
て
、
藺
相
如

を
厚
く
も
て
な
し
て
帰
国
さ
せ
た
。 

藺
相
如
は
趙
国
の
体
面
を
保
ち
、
且
つ
、
璧
も
完

う
し
て
趙
に
帰
っ
た
。「
完
璧
」
と
は
こ
の
故
事
か
ら

出
た
言
葉
で
あ
る
。
藺
相
如
は
後
に
宰
相
に
な
り
、

諸
国
は
、
彼
の
目
の
黒
い
う
ち
は
趙
を
侮
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
と
い
う
。 

３
、
白
玉
河
で
玉
探
し
を
す
る
。 

玉
は
今
で
も
中
国
人
に
と
っ
て
最
高
の
宝
石
で
、

質
の
い
い
も
の
は
何
千
万
円
～
何
億
円
も
で
取
引
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。 

 

現
在
で
も
、
白
玉
河
で
は
崑
崙
山
中
か
ら
流
れ
て

き
た
玉
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
川
幅
は

三
百
ｍ
ほ
ど
も
あ
ろ
う
か
。
水
は
浅
く
砂
は
少
な
く

て
石
こ
ろ
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
。
お
よ
そ
西
域
の

川
は
万
年
雪
の
山
脈
か
ら
沙
漠
を
流
れ
下
っ
て
く
る

か
ら
細
か
い
砂
を
巻
き
込
ん
で
茶
色
に
濁
っ
て
い
る

の
が
普
通
だ
が
、
こ
の
白
玉
河
だ
け
は
水
が
き
れ
い

に
澄
ん
で
い
て
浅
い
。
だ
か
ら
玉
を
見
つ
け
や
す
い

の
で
あ
ろ
う
。 

 

我
々
が
行
っ
た
日
に
も
、
現
地
の
た
く
さ
ん
の
人

が
河
川
敷
に
出
て
い
て
、
み
ん
な
下
を
向
い
て
玉
探

し
を
し
て
い
る
。 

中
に
は
、
ス
コ
ッ
プ
で
三
尺
ば
か
り
ふ
か
く
掘
っ

て
探
し
て
い
る
人
も
い
る
。
何
人
か
が
交
代
し
て
掘

っ
て
い
て
、
穴
は
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
疂
五
～
六
畳

敷
き
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
覗
い
て
「
何

か
み
つ
か
り
ま
し
た
か
」
と
身
振
り
で
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
ダ
メ
だ
」
と
い
う
風
な
仕
草
を
し
た
。
し
か
し
、

穴
の
横
に
す
わ
っ
て
い
た
一
人
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

親
指
ほ
ど
の
玉
を
出
し
て
見
せ
て
く
れ
た
。
羊
の
脂

が
凝
り
固
ま
っ
た
よ
う
な
色
だ
。
玉
は
羊
脂
色
の
半

透
明
な
も
の
が
い
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
ど
の
く
ら

い
の
値
段
が
つ
く
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
得
意
そ
う

だ
っ
た
の
で
き
っ
と
い
い
値
で
売
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
我
々
の
よ
う
な
素
人
が
ち
ょ
っ
と
行
っ

て
探
し
た
と
こ
ろ
で
玉
が
す
ぐ
に
見
つ
か
る
と
い
う

ほ
ど
甘
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
地
の
人
た
ち
は
毎

日
川
に
来
て
、
そ
れ
こ
そ
ウ
の
目
タ
カ
の
目
で
探
し

て
い
る
の
だ
。
い
ま
や
、
川
に
流
れ
て
く
る
も
の
を

探
す
と
い
っ
た
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
手
法
で
は
な
く
資



史遊会通信 No.235(8)                                                                            

本
力
に
も
の
を
い
わ
せ
て
、
崑
崙
山
脈
の
山
地
を
パ

ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
や
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
で
掘
り
か
え
し
て

玉
探
し
を
し
て
い
る
人
も
い
る
と
聞
く
。 

 

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
あ
た
り
の
人

の
平
均
年
収
が
ど
の
く
ら
い
か
は
知
ら
な
い
が
、
最

高
級
の
玉
を
見
つ
け
て
北
京
な
ど
に
持
っ
て
い
っ
て

売
れ
ば
、
生
涯
働
い
て
も
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
大
金

が
手
に
入
る
の
だ
か
ら
血
道
を
上
げ
る
の
も
無
理
は

な
い
。 

 

も
う
一
人
こ
の
土
地
の
人
と
思
わ
れ
る
人
が
川
の

縁
を
歩
い
て
い
て
、
両
手
で
た
く
あ
ん
石
く
ら
い
の

石
を
抱
え
て
い
て
ま
わ
り
の
人
に
見
せ
て
い
る
。
そ

れ
を
み
る
と
、
石
の
一
部
に
親
指
大
で
緑
色
を
し
た

部
分
が
み
え
る
。
こ
れ
が
玉
だ
と
い
う
。
そ
の
部
分

だ
け
を
削
り
出
し
て
磨
け
ば
立
派
な
玉
に
な
る
の
だ

と
云
っ
て
得
意
そ
う
だ
っ
た
。 

 

最
近
は
、
品
質
の
い
い
も
の
は
な
か
な
か
産
出
さ

れ
ず
に
、
産
出
量
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら

値
段
は
ま
す
ま
す
高
騰
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
ち

な
み
に
ホ
ー
タ
ン
と
は
古
い
チ
ベ
ッ
ト
語
で
、「
玉
を

産
す
る
地
」
と
い
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
産

し
た
玉
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
取
引
さ
れ
る
。
ち
な
み
に

「
カ
シ
ュ
」
と
い
う
の
は
「
玉
」
、
「
ガ
ル
」
は
「
市

場
」
を
意
味
す
る
と
、
ガ
イ
ド
が
説
明
し
て
く
れ
た
。 

 

白
玉
河
で
の
玉
探
し
体
験
は
四
十
分
ほ
ど
で
終
わ

っ
て
、
一
行
は
、
め
い
め
い
が
自
分
の
拾
っ
た
石
を

「
こ
れ
は
玉
だ
」「
い
や
そ
ん
な
も
の
は
た
だ
の
石
だ
」

な
ど
と
云
い
な
が
ら
バ
ス
に
引
き
上
げ
た
。 

４
、
バ
ザ
ー
ル
散
策
と
玉
の
仲
買
現
場 
 

 

 

夕
ぐ
れ
も
迫
る
こ
ろ
市
内
に
入
っ
た
。
時
刻
は
す

で
に
七
時
を
回
っ
て
い
る
の
に
日
が
ま
だ
高
く
、
街

は
退
社
時
刻
で
交
通
が
混
雑
し
て
い
る
。
市
内
の
バ

ザ
ー
ル
を
見
に
行
っ
た
。
夕
方
の
買
い
物
時
刻
と
あ

っ
て
大
勢
の
人
が
で
て
色
々
な
買
い
物
を
し
て
い
る
。

バ
ザ
ー
ル
と
い
っ
て
も
、
道
筋
に
食
品
や
衣
料
な
ど

の
日
用
品
の
商
店
が
並
び
、
そ
の
前
の
歩
道
に
多
く

の
露
店
が
並
ん
で
い
て
、
食
品
・
果
物
類
等
を
売
っ

て
い
る
。
昨
日
、
ク
チ
ャ
で
食
べ
た
ハ
ミ
瓜
が
う
ま

か
っ
た
の
で
、
ま
た
買
っ
た
。
旅
行
中
は
街
で
売
っ

て
い
る
も
の
を
や
た
ら
な
ん
で
も
食
べ
る
と
腹
を
こ

わ
す
心
配
が
あ
る
。
と
く
に
生
も
の
に
は
注
意
が
必

要
だ
が
、
皮
を
か
ぶ
っ
て
い
る
果
物
は
、
ま
ず
腹
に

あ
た
る
こ
と
は
な
い
。 

 

○
百
年
の
恋
人
に
会
い
た
し
ハ
ミ
瓜
と 

咲
い
て
迎
え
よ
紅
タ
マ
リ
ス
ク 

 
 

バ
ザ
ー
ル
は
大
通
り
の
交
差
点
に
あ
る
が
、
そ
の

四
ツ
角
の
と
こ
ろ
に
、
男
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
黒
山

の
人
だ
か
り
が
し
て
い
た
。
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
か

ら
中
は
良
く
見
え
な
い
。
近
づ
い
て
覗
き
込
ん
で
み

よ
う
か
と
思
っ
た
が
、
黒
っ
ぽ
い
シ
ャ
ツ
や
ズ
ボ
ン

の
現
地
の
男
ば
か
り
が
群
が
っ
て
い
る
中
に
入
っ
て

い
く
ほ
ど
の
勇
気
は
な
い
。
そ
の
う
ち
に
輪
が
崩
れ

た
と
思
っ
た
ら
、
中
か
ら
男
が
二
人
乗
り
し
た
オ
ー

ト
バ
イ
が
出
て
き
て
ど
こ
と
も
な
く
走
り
去
っ
た
。 

以
下
の
想
像
は
当
た
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
オ
ー

ト
バ
イ
の
二
人
は
玉
の
仲
買
人
で
、
周
り
を
取
り
囲

ん
で
い
た
の
は
河
原
な
ど
で
玉
の
原
石
を
ひ
ろ
っ
た

男
た
ち
だ
ろ
う
。
仲
買
人
に
買
っ
て
も
ら
う
た
め
に

群
が
っ
て
い
た
の
だ
。
良
い
値
で
取
引
が
成
立
し
な

け
れ
ば
、
次
の
仲
買
人
が
や
っ
て
く
る
ま
で
待
つ
の

で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
オ
ー
ト
バ
イ
が
行
っ
て
し

ま
っ
た
後
も
、
四
ツ
角
の
男
た
ち
は
そ
の
場
を
去
ら

ず
、
そ
の
辺
で
ツ
ッ
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
別
の
二

人
乗
り
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
や
っ
て
き
て
、
再
び
輪
が

で
き
た
。
ま
た
取
引
が
始
ま
る
の
だ
。 

 

こ
う
し
て
、
玉
は
仲
買
人
か
ら
カ
シ
ュ
ガ
ル
な
ど

中
間
の
も
っ
と
大
き
い
市
場
に
運
ば
れ
、
や
が
て
は

北
京
な
ど
に
運
ば
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。（
つ
づ
く
） 

  

元
会
員
の
相
原
清
次
さ
ん
が
彩
流
社
か
ら
『
千
曲

川
古
墳
散
歩
』
と
い
う
全
94
頁
カ
ラ
ー
の
豪
華
本
を

発
刊
し
ま
し
た
。
神
奈
川
、
関
東
、
東
北
と
続
く
『
古

墳
散
歩
』
シ
リ
ー
ズ
の
続
編
で
、
い
つ
も
の
相
原
さ

ん
ら
し
く
、
序
章
の
コ
メ
ン
ト
が
面
白
い
。
税
別
で

二
〇
〇
〇
円
。 
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自
由
原
稿 

ロ
シ
ア
の
無
法
と
国
連
の
無
力 

 
 

 
 

 
 

隆 
 
 

 

恵 
 

世
界
中
で
日
常
化
し
て
い
る
紛
争
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
・
バ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
や
イ
ラ
ク
・
シ
リ
ア
の
内
戦

な
ど
ほ
と
ん
ど
が
中
東
諸
国
で
の
も
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
今
年
は
、
東
欧
で
の
ロ
シ
ア
の
他
国
領

土
の
侵
略
が
公
然
と
行
わ
れ
た
。
こ
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
の
ク
リ
ミ

ヤ
の
併
合
を
い
と
も
簡
単
に
成
し
遂
げ
、
更
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
東
部
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
独
立
さ
せ
る
ぞ
と

脅
し
を
か
け
て
、
国
際
的
関
心
を
こ
の
東
部
の
去
就

に
持
た
せ
て
、
首
尾
よ
く
ク
リ
ミ
ヤ
を
ロ
シ
ア
領
に

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
手
法
は
か
っ
て
の
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
の
再
現
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
の
今
日
の
出
来

事
と
は
思
え
な
い
。
弱
小
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
ロ

シ
ア
の
餌
食
に
さ
れ
た
訳
で
、
正
に
ロ
シ
ア
の
プ
ー

チ
ン
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
や
ス
タ
ー
リ
ン
の
再
来
の
感

が
あ
る
。
こ
の
無
頼
漢
ぶ
り
の
お
蔭
で
、
マ
レ
ー
シ

ア
航
空
機
の
撃
墜
事
件
の
真
犯
人
の
究
明
も
棚
上
げ

と
な
り
、
既
に
風
化
し
て
し
ま
っ
た
。 

こ
の
ロ
シ
ア
の
一
連
の
侵
略
行
為
に
対
し
て
、
欧

米
諸
国
は
数
次
に
亘
る
経
済
制
裁
で
ロ
シ
ア
を
け
ん

制
し
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
へ
の
天
然
ガ
ス
の
依
存
と

輸
出
市
場
と
し
て
の
ロ
シ
ア
の
魅
力
の
前
に
、
小
出

し
小
手
先
の
制
裁
に
止
ま
っ
て
お
り
、
現
状
は
正
に

ロ
シ
ア
の
や
り
得
に
見
え
る
。
こ
の
状
況
は
、
か
っ

て
の
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
よ
る
ザ
ー
ル
地
方
の
ド
イ
ツ

併
合
を
想
起
さ
せ
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
の
相
次
ぐ
侵

略
に
対
し
て
英
仏
米
は
独
と
の
正
面
か
ら
の
対
決
を

避
け
る
た
め
に
、
弱
小
国
を
生
贄
と
し
て
差
出
し
て
、

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
暴
走
を
止
め
よ
う
と
す
る
も
、
結
局

失
敗
に
終
わ
っ
た
悪
夢
を
思
い
出
さ
せ
る
。 

今
回
の
ロ
シ
ア
の
無
法
振
り
は
、
一
八
世
紀
～
二

〇
世
紀
の
帝
国
主
義
の
膨
張
政
策
と
何
ら
変
わ
ら
な

い
、
正
に
弱
肉
強
食
を
地
で
行
っ
て
い
る
訳
で
、
こ

の
ロ
シ
ア
の
無
法
な
野
蛮
行
為
に
対
し
て
、
国
連
と

し
て
具
体
的
な
行
動
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
安
保

理
は
当
初
こ
そ
ロ
シ
ア
を
非
難
す
る
が
、
ロ
シ
ア
が

軍
事
介
入
す
る
と
強
談
判
す
る
と
、
ロ
シ
ア
の
拒
否

権
が
明
ら
か
な
の
で
安
保
理
は
機
能
不
全
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。 

核
兵
器
と
拒
否
権
を
持
つ
こ
の
五
か
国
の
常
任
理

事
国
は
、
恥
知
ら
ず
を
貫
く
蛮
勇
を
持
て
ば
、
他
国

の
領
土
な
ど
好
き
放
題
に
で
き
る
と
い
う
事
を
、
国

連
が
認
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
本
来
の
国
連
は
、
過

去
の
植
民
地
主
義
や
帝
国
主
義
の
再
発
を
防
ぐ
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
た
筈
だ
が
、
第
一
次
大
戦
後
の
国

際
連
盟
と
同
じ
で
無
力
を
露
呈
し
た
。 

こ
の
国
連
の
欠
陥
を
改
善
す
べ
く
、
常
任
理
事
国

の
五
か
国
以
外
の
有
力
な
国
が
国
連
の
改
革
案
を
提

議
し
て
い
る
が
、
常
任
理
事
国
の
妨
害
で
暗
礁
に
乗

り
上
げ
て
い
る
。
元
々
の
国
連
は
、
第
二
次
大
戦
の

戦
勝
国
が
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
発
足
さ
せ
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
五
か
国
に
拒
否
権
を
付
与
さ
せ
た
の
も
、

五
か
国
の
サ
ロ
ン
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

爾
来
七
十
年
を
経
過
す
る
中
で
、
戦
勝
国
の
サ
ロ
ン

だ
っ
た
国
連
が
、
全
世
界
の
国
が
参
加
し
て
国
際
紛

争
等
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
唯
一
の
機
関
に
変
貌
し

た
た
め
、
当
初
の
戦
勝
国
の
サ
ロ
ン
の
ス
キ
ー
ム
と

は
全
く
異
次
元
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ま

で
五
か
国
の
拒
否
権
に
よ
り
色
ん
な
不
正
義
が
ま
か

り
通
っ
て
き
た
が
、
今
回
の
ロ
シ
ア
の
暴
挙
は
絶
対

に
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。 

安
保
理
が
機
能
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
総
会
で
こ

の
ロ
シ
ア
を
非
難
し
て
、
全
世
界
的
な
経
済
制
裁
を

決
議
し
実
行
す
べ
き
と
思
う
。
こ
こ
で
、
諸
国
の
ロ

シ
ア
へ
の
個
別
事
情
に
拘
っ
た
安
易
な
妥
協
は
、
絶

対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ロ
シ
ア
に
次
ぐ
安
保
理
の
理
事
国
の
破
廉
恥
な
無

頼
漢
は
中
国
で
あ
り
、
す
で
に
尖
閣
諸
島
・
南
沙
諸

島
・
西
沙
諸
島
で
相
手
国
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
。 

中
国
の
膨
張
主
義
へ
の
対
抗
策
は
、
遥
か
太
平
洋

を
隔
て
た
米
国
の
軍
事
的
存
在
感
で
あ
り
、
そ
の
米

国
も
斜
陽
と
言
う
現
実
を
考
え
る
と
、
国
連
の
改
組

に
よ
り
中
国
の
暴
走
を
食
い
止
め
る
手
立
て
が
急
が

れ
る
。 
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古
代
日
本
海
沿
岸
の
神
々 

と 

 

国
宝
『
海
部(
あ
ま
べ)

氏
系
図
』 

諸 
橋 

 

奏 

古
代
、
日
本
民
族
は
、
列
島
を
取
巻
く
南
・
北
か

ら
の
海
流
に
よ
り
自
然
形
成
さ
れ
、
自
然
を
カ
ミ
と

し
て
崇
拝
し
て
き
て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
、
紀
元
前
四
世
紀
頃
か
ら
、
舟
を
操
り

つ
金
属
文
化
と
水
稲
耕
作
文
化
を
も
っ
た
人
々
の
集

団
が
、
大
陸
と
朝
鮮
半
島
か
ら
次
々
に
渡
来
し
、
現

在
の
日
本
民
族
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
渡
来
人
が
生

活
文
化
の
祖
先
神
と
し
て
祀
っ
た
の
が
現
在
の
日
本

海
沿
岸
地
域
の
一
宮
の
神
々
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
つ

の
勢
力
に
纏
め
た
の
が
丹
波
国
で
あ
っ
た
。 

紆
余
曲
折
の
末
、
四
世
紀
頃
に
は
大
和
朝
廷
が
成

立
、
や
が
て
「
記
紀
」
編
纂
と
な
る
が
、
そ
の
日
本

歴
史
は
か
な
り
牽
強
付
会
の
産
物
と
い
わ
れ
る
。 

偶
昭
和
五
十
一
年
、
千
二
百
年
余
秘
守
さ
れ
て
き

た
丹
後
国
一
宮
籠
神
社
所
蔵
『
海
部
氏
系
図
』
を
海

部
光
彦
宮
司
が
公
に
。
日
本
史
の
実
相
は
…
…
？
。 

 

 

幹
事
か
ら
の
お
知
ら
せ 

お
詫
び
と
訂
正 

二
三
四
号
史
遊
会
通
信
八
ペ
ー
ジ
の
「
顧
問
会
議

決
定
事
項
」
の
記
事
中
、
第
２
項
で
「
年
会
費
千
二

百
円
」
は
「
年
会
費
一
万
二
千
円
」
の
誤
り
で
し
た
。 

 

お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
幹
事
平
山
） 

   

大
阪
城
落
城
時
に
残
さ
れ
た
金
銀
価
値 
 

九
月
度
の
史
遊
会
の
講
演
で
、
瀧
澤
中
さ
ん
が
、

大
阪
城
で
焼
け
残
っ
た
黄
金
二
万
八
〇
六
〇
枚
、
銀

二
万
四
千
枚
余
の
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。 

解
散
後
の
「
飲
み
会
」
で
は
、
早
速
、
そ
の
経
済

的
な
価
値
に
つ
い
て
話
題
に
な
っ
た
。 

そ
の
時
は
、
う
ろ
覚
え
と
酔
っ
た
状
況
で
の
暗
算

で
、
百
万
石
大
名
の
一
年
分
位
の
収
入(

米
四
十
万

石)

に
匹
敵
す
る
だ
ろ
う
と
答
え
た
。 

帰
っ
て
か
ら
、
計
算
し
て
見
る
と
、
当
時
の
米
価

が
割
安
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
百
万
石
大
名
の
一

年
半
の
収
入(

米
六
十
万
石)

に
相
当
し
た
。 

計
算
根
拠
を
示
す
。 

慶
長
大
判
は
四
四
・
一
匁(

一
六
五
グ
ラ
ム)
で
、

金
純
分
六
七
・
七
％
に
、
銀
純
分
二
七
・
七
％(

金
純

分
に
換
算
し
て
二
・
三
％)

を
加
え
る
と
金
七
〇
％
に

相
当
し
、
二
万
八
〇
六
〇
枚
は
金
三
・
二
ト
ン
に
な

る
。
同
様
に
、
銀
の
大
判
は
銀
純
分
で
七
〇
％(

金
純

分
に
換
算
し
て
五
・
八
％)

な
の
で
、
二
万
四
千
枚
余

は
金
〇
・
四
ト
ン
相
当
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
城
に
焼

け
残
っ
た
金
銀
の
大
判
は
全
部
で
金
三
・
六
ト
ン
に

相
当
す
る
。
現
在
の
金
相
場
な
ら
百
七
十
億
円
。 

一
方
、
慶
長
小
判
一
両
の
金
純
分
換
算
は
一
五
・

五
グ
ラ
ム
な
の
で
金
三
・
六
ト
ン
は
約
二
十
三
万
両

と
な
り
、
当
時
の
米
価
で
ほ
ぼ
六
十
万
石
に
相
当
す

る
。
現
在
の
日
本
の
米
価
な
ら
三
百
億
円
。 

当
時
、
豊
臣
家
の
所
領
は
六
十
五
万
石
で
あ
っ
た

か
ら
、
そ
の
税
収
の
二
年
分
に
な
る
。
籠
城
す
る
侍

の
賃
金
を
年
三
十
石
程
度
と
見
る
と
、
一
年
位
な
ら

二
万
人
程
度
は
雇
え
た
勘
定
。 

し
か
し
、
日
光
東
照
宮
の
造
営
費
が
五
十
七
万
両

な
の
で
、
そ
の
半
額
以
下
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
、
身
代
金
の
記
録
で
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド

王
が
十
五
万
マ
ル
ク(

金
三
ト
ン)

、
ル
イ
九
世
が
五

十
万
リ
ー
ブ
ル(

金
一
ト
ン)

、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
が

四
十
デ
ュ
カ
ー
ド(

金
一
・
二
ト
ン)

。 

日
本
で
は
、
生
麦
事
件
賠
償
金
十
万
ポ
ン
ド(

金

〇
・
八
ト
ン)

、
下
関
砲
撃
賠
償
金
三
〇
〇
万
ド
ル(

金

四
・
五
ト
ン)

の
例
が
あ
る
。 

余
白
が
あ
っ
た
の
で
追
記
。 

 

新
井
宏 

十  

月 

講 

演 

予 

告 

 


